
東北大学オンライン講演会「地中レーダによる遺跡調査研究」2021.6.27 

GIS・GPR を用いた遺跡・遺構の非破壊調査 

－墳墓・寺院・都城の分析事例を中心に－ 
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はじめに 

 遺跡・遺構の考古学調査では、衛星画像の分析や地形測量で得られる「地表面の情報」と GPR探査などで得ら

れる「地中の情報」を組み合わせる方法により、非破壊で最大限の情報を取得できる。さらに、その取得データ

を部分的な発掘調査によって検証することで、非破壊調査の精度自体を高めることも可能である。以上の問題意

識に基づき、早稲田大学が実践する GIS・GPR を組み合わせた遺跡・遺構の非破壊調査事例を紹介する。 

 

１．墳墓の分析事例－群馬県藤岡市七輿山古墳－ 

 古墳時代後期の６世紀前半に造営された墳丘長 145m を測る大型の前方後円墳である。レイアウトナビゲータ

ーを用いて地表面の座標をランダムに取得する三次元測量によって墳丘全体を情報化した後、GPR 探査を実施し

た。その作業により、３段で築成される墳丘の立体構造、二重にめぐる周溝の形状、埋葬施設の位置と構造を非

破壊的手法で把握した。特に、未確認だった埋葬施設を横穴式石室と特定した点は、重要な成果である。 

 

２．寺院の分析事例－千葉県栄町下総龍角寺－ 

 ７世紀に造営された東国最古級の寺院である。仁王門・鐘楼・金堂の礎石、および塔心礎などが現存するため、

トータルステーションを用いた測り込みによる手法で測量図を作成した。測量図の作成により、創建期～近世ま

での軸線の変遷を把握すると同時に、GPR 探査によって金堂北側・西側に回廊の遺構が存在する可能性を推定し

た。その後の発掘調査では、北側回廊の遺構を検出、古代の瓦・土器・塼仏も出土した。 

 

３．都城の分析事例－キルギス共和国アク・ベシム遺跡－ 

 679年、唐王方翼による修築記事が残る安西四鎮の１つ：唐砕葉鎮城とされるアクベシム遺跡のラバト地区は、

ソビエト時代の耕作活動により地上の城壁が消失している。そのため、1960 年代に撮影された Corona 衛星画像

から平面形を復原して現在の衛星画像と合成すると同時に、3D スキャナーを用いた地形測量と城壁の GPR 探査

を実施した。復原に基づく推定箇所の発掘で、中枢部東城壁を検出、唐の瓦も大量に出土した。 

 

おわりに 

 早稲田大学が実施した墳墓、寺院、都城の調査事例を提示した。GIS を用いた衛星画像の分析・三次元測量図

の作成と GPR 探査を組み合わせる非破壊調査により、遺跡・遺構の最大限の情報を取得すると同時に、その成果

を発掘調査で検証する方法論を示した。非破壊調査と発掘調査の相互検証こそが重要だと考える。 
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